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1.はじめに 

 
 

                 体育・保健センター長 三 宅  仁 

 

 長岡技術科学大学 体育・保健センター 年報 平成１６年度版をお届けします。予算

の効率的使用、IT 化の進展等を鑑みて、前回から web 上にて公開致しております。なお、

データの一部は統計的使用を目的に得られたものでありますので、目的外使用はお断り致

します。 

 さて、平成１６年度は平成１６年１０月２３日（土）午後５時５６分の新潟県中越地震

があり、発生以来短時間の間に本センター始まって以来試練がありましたが、何とか凌ぐ

ことができました。これもひとえに皆様方のご援助の賜物と存じております。この紙面を

借りて厚く御礼申し上げます。なお、不十分ではありますが、１７年３月のフィジカルヘ

ルスフォーラム、同７月の関東甲信越地区保健管理研究集会、同１０月の全国大学保健管

理研究集会等において発表させて頂いた報告をもって、中越大震災の報告に代えさえて頂

きます。このような機会をお与え下さいました関係各位にも重ねて御礼申し上げます。 

  

 さて、残念なことを報告しなければなりません。本センター開設間もない頃から２３年

間にわたって勤務した看護師の若月 トシが平成１７年３月末日をもって定年退職致しま

した。長年にわたる本学保健管理業務のみならず、多くの関連業務を着実にこなして、無

事定年に至ったことはまことに羨むべきことであり、多くの教職員・学生が感謝している

ことと思います。末永いご多幸とご健康をお祈り申し上げます。 

  

 今後ともよりよい体育・保健センターを目指して努力する所存でありますので、関係各

位の倍旧の御支援・御協力をお願いするものであります。 

 

平成１８年３月 冬の終わりに残雪に囲まれて 
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平成１６年度 体育施設（特別）使用許可件数

年／月 体育館 武道館 野球場
多目的グ
ラウンド

テニス
コート

ラグビー
場

陸上競技
場

ゴルフ練
習場

計

16/4 25 2 0 52 3 0 1 1 84

5 47 0 1 104 12 0 11 35 210

6 39 0 0 62 1 0 0 25 127

7 49 0 0 10 4 0 0 12 75

8 44 1 0 1 3 0 0 1 50

9 37 0 6 30 2 7 0 17 99

10 39 0 0 4 1 0 0 5 49

11

12

17/1

2

3

計 280 3 7 263 26 7 12 96 694

平成１６年度 体育物品貸出件数

年／月 テニス
ソフトボール バドミント

ン

キャンプ
ゴルフ スキー 計

野　球 テント シュラフ

16/4 0 33 0 1 4 1 39

5 19 70 12 0 0 20 121

6 1 70 20 0 0 18 109

7 18 16 10 11 0 2 57

8 1 0 15 20 15 1 52

9 4 33 26 0 1 11 75

10 0 0 35 2 2 4 43

11 0 0 0

12 1 9 4 14

17/1 12 12

2 50 50

3 84 84

計 43 222 118 35 31 57 150 656

１０月以降１０月２３日の中越大震災の影響により、データ欠損



平成１６年度 定期健康診断の結果 
 

〇 内科診察等の結果 

 

再 診 察 再 診 察 の 結 果  
学 年 

 

 
対象者数 

 
受診者数 

 
受診率 

 要再診数 受診数 受診率 異常なし 経過観察 要精検数 

１ 122 114 93.4 2 1   50.0 1 0 0 
２ 136 116 85.3 1 1  100.0 1 0 0 
３ 456 434 95.2 3 3  100.0 2 1 0 
４ 554 365 65.9 1 1  100.0 0 1 0 

Ｍ１ 403 386 95.8 2 2  100.0 2 0 0 
Ｍ２ 441 363 82.3 2 1   50.0 1 0 0 
博士 172    95 55.2 1 0    0.0 0 0 0 

計 2, 284 1,873  82.0    12 9   75.0 7 2 0 
 
 

〇 胸部Ｘ線間接撮影の結果 

 
学  年 対象者数 受検者数 受検率 有所見数 要精検数 

   １    122      116      95.1        5        2 
   ２      136      116      85.3        3        2 
   ３      456      439      96.3        9        1 
   ４      554      490      88.4       22        5 

Ｍ１      403      389      96.5       15        6 
Ｍ２      441      368      83.4       20        5 
博士      172       97      56.4        6        2 

   計    2, 284    2, 015      88.2       80       23 
 



〇 血圧測定の結果 

 

再 検 査 再 検 査 の 結 果  
学 年 

 

  
対象者数 

 
受検者数 

 
受検率 

 要再検数 受検数 受検率 異常なし 経過観察 要精検数 

１ 122 116 95.1 15 12 80.0 12 0 0 
２ 136 116 85.3 22    18 81.8 18 0 0 
３ 456 440 96.5 60 42 70.0 39 3 0 
４ 554 491 88.6 83 70 84.3 66 4 0 

Ｍ１ 403 390 96.8 50 41 82.0 40 1 0 
Ｍ２ 441 368 83.4 50 44 88.0 42 2 0 
博士 172  98 57.0 18    15 83.3    14 1 0 

計 2, 284 2, 019 88.4 298 242 81.2 231 11 0 
 
 

〇 尿検査の結果（ 蛋白・糖・潜血 ） 

 

再 検 査 再 検 査 の 結 果  
学 年 

 

 
対象者数 

 
受検者数 

 
受検率 

 要再検数 受検数 受検率 異常なし 経過観察 要精検数 

1 122 116 95.1 17 15 88.2 12 3 0 
2 136 116 85.3    15 14 93.3 14 0 0 
3 456 438 96.1 42 37 88.1 37 0 0 
4 554 489 88.3 46 45 97.8 42 2 1 

M1 403 390 96.8 40 37 92.5 33 4 0 
M2 441 368 83.4 35 32 91.4 28 4 0 
博士 172  98 57.0  9     8 88.9 7 1 0 

計 2, 284 2, 015 88.2 204 188 92.2 173    14 1 
 
 
 
 
 



平成１６年度 定期健康診断の結果 

〇 内科検診の結果 

再 診 察 再 診 察 の 結 果  
 
 

 
対象者数 

 
受診者数 

 
受診率 

要再診察 受診数 受診率 異常なし 経過観察 要精検数 

学 生  2, 284  1, 873   82.0   12    9 75.0 7    2    0 
教職員   408   170   41.7    0    0    － 0    0    0 
計  2, 692  2, 043  75.9   12    9   75.0 7    2    0 

 

〇 胸部Ｘ線間接撮影の結果 

 対 象 者 数 受 診 者 数 受 診 率 有 所 見 数 要 精 検 数 

学   生     2, 284 2, 015 88.2        80        23 
教 職 員 408 165 40.4        20 4 

計 2, 692 2, 180 81.0       100        27 
 

〇 血圧測定の結果 

再 検 査 再 検 査 の 結 果  
 
 

 
対象者数 

 
受検者数 

 
受検率 

 要再検数 受検数 受検率 異常なし 経過観察 要精検数 

学 生  2,284  2, 019   88.4   298   242   81.2   231    11    0 
教職員    408    189   46.3    49    25   51.0    15    10    0 

計  2, 692  2, 208   82.0   347   267   76.9   246    21    0 
 

〇 尿検査の結果（ 蛋白・糖・潜血 ） 

再 検 査 再 検 査 の 結 果  
 
 

 
対象者数 

 
受検者数 

 
受検率 

要再検数 受検数 受検率 異常なし 経過観察 要精検数 

学 生  2, 284  2, 015 88.2   240   188 92.2   173   14    1 
教職員   408   182 44.6    36    25 69.4    21    3    1 

計  2.692  2,197 81.6   240   213 88.8   194   17    2 
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生
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生
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生
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生
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生
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学
生

職
員

計
学
生

職
員

計
学
生

職
員

計
学
生

職
員

計

2 0 2 2 0 2 4 1 5 14 0 14 12 0 12 10 1 11 10 1 11 10 3 13 4 1 5 3 1 4 4 1 5 6 1 7 81 10 91

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (4) (4) (7) (7)

11 1 12 13 1 14 11 6 17 8 4 12 4 4 8 9 2 11 6 4 10 5 1 6 2 3 5 3 2 5 4 2 6 5 4 9 81 34 115

(0) (0) (1) (1) (2) (2) (0) (0) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (3) (3) (1) (1) (1) (1) (2) (2) (1) (1) (12) (12)

0 0 0 1 0 1 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 6 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 11 1 12

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (5) (5) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (5) (5)

32 21 53 25 8 33 16 10 26 21 1 22 7 3 10 16 8 24 16 12 28 29 16 45 19 11 30 8 15 23 20 10 30 19 12 31 228 127 355

(4) (4) (0) (0) (3) (3) (2) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (9) (9) (6) (6) (3) (3) (6) (6) (6) (6) (42) (42)

11 1 12 8 3 11 7 2 9 5 1 6 1 1 2 9 2 11 5 0 5 4 4 8 5 3 8 3 3 6 2 4 6 2 3 5 62 27 89

(2) (2) (1) (1) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (2) (0) (0) (1) (1) (0) (0) (0) (0) (7) (7)

17 13 30 12 3 15 7 2 9 6 0 6 0 3 3 3 5 8 7 4 11 13 7 20 7 6 13 6 6 12 10 9 19 6 3 9 94 61 155

(1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (0) (0) (2) (2) (0) (0) (3) (3) (3) (3) (4) (4) (5) (5) (1) (1) (22) (22)

20 4 24 11 1 12 11 3 14 21 1 22 4 1 5 24 3 27 3 3 6 12 5 17 8 5 13 10 3 13 5 4 9 6 4 10 135 37 172

(1) (1) (3) (3) (5) (5) (4) (4) (0) (0) (1) (1) (1) (1) (3) (3) (0) (0) (3) (3) (1) (1) (1) (1) (23) (23)

93 40 133 72 16 88 60 24 84 75 7 82 28 12 40 71 21 92 47 24 71 78 37 115 45 29 74 33 30 63 46 30 76 44 27 71 692 297 989

(8) (8) (6) (6) (11) (11) (8) (8) (2) (2) (5) (5) (2) (2) (26) (26) (10) (10) (13) (13) (14) (14) (13) (13) (118) (118)

（　　）内は留学生を内数で示す。

長岡技術科学大学

平成１6年度　体育・保健センター疾病者応急処置状況

（７）

計

打撲・捻挫・筋肉
痛

火傷

頭痛・感冒等

腹痛・下痢等

歯・耳・鼻・咽頭
に関する症状

その他

（３）

（４）

（５）

（６）

合計

すり傷・切り傷・
刺し傷等

（１）

（２）

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月



平成１６年度  健康診断証明書発行数 

 
  

   学     部 
 

 
  大  学  院 

 
   合     計 

 
   累      計 

 
     ４   月 
 

１９８ ３５９ ５５７ ５５７ 

 
     ５   月 
 

    ８６ １９４ ２８０ ８３７ 

    
     ６   月 
 

５１    １８９ ２４０ １，０７７ 

 
     ７   月 
 

１５  ８０  ９５ １，１７２ 

 
     ８   月 
 

    １０ １８ ２８ １，２００ 

  
     ９   月 
 

   ３１    ２９   ６０  １，２６０ 

 
   １０   月 
 

    ２   １７    １９  １，２７９ 

 
   １１   月 
 

    ４     ７    １１ １，２９０ 

 
   １２   月    
 

    ３   １６    １９ １，３０９ 

 
     １   月 
 

   １２    １３５    １４７ １，４５６ 

 
     ２   月 
 

 ５ ２３１ ２３６ １，６９２ 

 
     ３   月 
 

 ４４    ４５５    ４９９ ２，１９１ 

 
   合     計 
 

   ４５０ １，６７５ ２，１９１  

 



平成１６年度  健康相談者数 
学生の（ ）は留学生内数 

     学          生  
 
 学  部   大学院 

教職員 計 医療機関へ 
 

２４（１）  
   ４  月 
 １７（１） ７（０） 

 ６     ３０ ４（学生） 

１９（４）  
   ５  月 
 １６（２） ３（２） 

 １ ２０ ３（学生） 

１２（５）  
６  月 

 ４（２） ８（３） 
 ２ １４ ４（学生) 

１９（３）  
７  月 

 １２（０） ７（３） 
 ０ １９ ２（学生） 

２  
８  月 

 １（０） １（０） 
 ０  ２ １（学生） 

１０（１）  
９  月 

 ２（０） ８（１） 
 １ １１  

３（１）  
  １０ 月 
 １（０） ２（１） 

 ２  ５ １（学生） 

１５（６）  
１１ 月 

 ６（１） ９（５） 
 ３ １８ ３（学生） 

８（０）  
  １２ 月 
 ５（０） ３（０） 

 ２ １０  

６（３）  
   １  月 
 １（０） ５（３） 

 ２  ８  

    ９（５）  
   ２  月   
  ３（１） ６（４） 

０  ９ ２（学生） 

７（２）  
   ３  月 
 ３（０） ４（２） 

３   １０ １（学生） 

１３４（３１）  
  合   計 
  ７１（７） ６３（２４） 

２２ １５６ ２１(学生） 

 
 



３．資料 
 

 

 

 第 43 回全国大学保健管理研究集会特

別報告(平成 17 年 10 月 19 日山形市) 



中 越 地 震 の 教 訓  

長 岡 技 術 科 学 大 学  体 育 ・ 保 健 セ ン タ ー  三 宅  仁  

 

 

キ ー ワ ー ド  中 越 地 震 、 大 震 災 、 教 訓  

 

 

１ ． は じ め に  

 ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 午 後 ５ 時 ５ ６ 分 頃 、 新 潟 県 中 越 地 方 （ 長

岡 市 、 小 千 谷 市 、 川 口 町 、 旧 山 古 志 村 な ど ） を 震 源 と す る 震 度 ７ の

烈 震 が 発 生 し た（ 図 １ ）。新 潟 県 中 越 大 震 災 災 害 対 策 本 部 に よ る 平 成

1 7年 1 0月 1 4日 1 6 : 1 5  現 在 の ま と め で は 人 的 被 害 は 死 者 5 1人 、重 軽 傷

者 4 , 7 9 5人 。 住 家 被 害 は 1 2 0 , 3 9 7棟 、 1 2 9 , 0 4 1世 帯 と な っ て い る 。 長

岡 技 術 科 学 大 学 は 長 岡 市 の 西 部 丘 陵 地 帯 に 位 置 し 、 幸 い な こ と に 被

害 は 最 小 限 で す ん だ が 、 大 学 保 健 管 理 セ ン タ ー の 役 割 と い う 点 に お

い て 多 大 な 問 題 提 起 が な さ れ た と 思 わ れ る 。 本 特 別 報 告 「 地 震 を 巡

っ て 」 で は 、 そ の 後 の 同 年 １ ２ 月 ２ ８ 日 ス マ ト ラ 島 西 方 沖 地 震 お よ

び 津 波 、 ２ ０ ０ ５ 年 ３ 月 ２ ０ 日 の 福 岡 県 西 方 沖 の 地 震 、 さ ら に は ４

月 １ １ 日 の 千 葉 県 中 部 地 震 な ど 比 較 的 規 模 の 大 き い 地 震 が 相 次 い で

い る こ と を 踏 ま え 、 我 々 の 実 態 を 報 告 し 、 何 ら か の 教 訓 を 汲 み 取 っ

て 頂 け れ ば 幸 い で あ る 。 な お 、 本 報 告 の 内 容 は ２ ０ ０ ５ 年 ７ 月 ８ 日

に 開 催 さ れ た 関 東 地 方 会 に お い て も 同 趣 旨 の 発 表 を 行 な っ て お り 、

重 複 す る と こ ろ も 多 々 あ る が 、 ご 容 赦 願 い た い 。  

 

２ ． 中 越 大 震 災 の 特 徴  

 中 越 大 震 災 の 特 徴 と し て 特 に 挙 げ た い の は 直 下 型 で あ り 、 ま た 余

震 が 従 来 言 わ れ て い た も の と 違 っ て 規 模 の 大 き い も の が 続 い た こ と

で あ る 。 こ の た め 、 実 際 の 被 害 も 拡 大 し た が 、 心 理 的 な 不 安 の 継 続

が 多 大 な ス ト レ ス を も た ら し た 。 ま た 今 冬 は 例 年 に な く 豪 雪 で あ っ

た た め そ の 被 害 が 逓 増 さ れ た（ 図 ２ ）。気 象 庁 の 地 震 情 報 や 独 立 行 政

法 人・防 災 科 学 技 術 研 究 所 が 運 営 す る H i - n e t 高 感 度 地 震 観 測 網 に よ

れ ば 、 ほ と ん ど 毎 日 全 国 の ど こ か で 地 震 が 起 き て お り 、 空 白 地 帯 は



な い 。 む し ろ 比 較 的 少 な い と こ ろ は 今 後 の 大 地 震 の 確 率 が 高 い と 考

え た 方 が よ い （ 図 ３ ）。  

 一 方 、 前 記 の 状 況 に も 関 わ ら ず 、 種 々 の 好 条 件 （ 季 節 、 時 刻 、 曜

日 な ど ） が 重 な っ た た め か 、 地 震 の 規 模 に 比 較 し て 人 的 被 害 は 少 な

か っ た 。 ま た 医 療 関 係 の 状 況 と し て は 、 阪 神 ・ 淡 路 地 震 等 の 教 訓 な

ど に よ り 、 初 期 か ら 多 数 の 救 助 ・ 応 援 が あ り 、 ほ ぼ 満 足 す べ き 状 況

で あ っ た と い え よ う 。 エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 や た こ つ ぼ 型 心 筋 症

な ど の 肉 体 的 疾 患 は こ の 地 震 で さ ら に 注 目 さ れ た 。 精 神 疾 患 の

P T S D は も は や 定 番 で あ る が 、 対 策 と し て は 十 分 な 人 的 資 源 の 投 入

以 外 に は 適 切 な 解 答 と は 言 え な い 。 我 々 は ス ク リ ー ニ ン グ と し て 多

数 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 な っ た が 、 こ れ も 負 の 側 面 が あ る こ と を 忘

れ て は な ら な い で あ ろ う 。  

 

３ ． 本 学 の 状 況  

 本 学 の 状 況 と し て は 幸 運 に も ほ と ん ど 人 的 被 害 は な く 、 建 物 や 実

験 装 置 等 に 若 干 の 被 害 が あ っ た の み で あ っ た (図 ４ 参 照 )。 た だ し 、

こ の よ う な 大 規 模 災 害 に 対 す る 準 備 ・ マ ニ ュ ア ル 等 が な く 、 当 初 は

混 乱 し た 。 特 に A S D・ P T S D 等 を 含 め て 、 精 神 的 な サ ポ ー ト は 学 生

の み な ら ず 、 教 職 員 す べ て に と っ て 重 要 で あ っ た 。 当 セ ン タ ー と し

て は 物 理 的 な サ ポ ー ト は で き な か っ た も の の 、 精 神 的 な サ ポ ー ト の

実 践 は 多 少 で き た と 考 え る が 、 継 続 的 な サ ポ ー ト が で き な か っ た 点

も 含 め 、課 題 も 多 い 。す な わ ち 、個 人 的 に 被 災 し た 者 は 学 生 2 9 名 、

教 職 員 は 相 当 数 に 上 っ た が 、 経 済 的 援 助 な ど は 行 政 の 範 疇 で あ る の

で 、 セ ン タ ー 関 与 の 援 助 は ほ と ん ど 必 要 と さ れ な か っ た 。  

 図 ５ は 当 セ ン タ ー 入 り 口 付 近 に あ る 固 定 し て い な か っ た ２ 段 重 ね

の フ ァ イ ル キ ャ ビ ネ ッ ト で あ る 。 も し 、 人 に 当 た っ て い れ ば 重 大 な

結 果 と な っ て い た で あ ろ う 。 学 内 に は 多 数 こ の よ う な 状 況 が 見 ら れ

た が 、 幸 運 に も 誰 ひ と り 倒 れ て き た 棚 や 本 な ど で は ケ ガ を 負 わ な か

っ た 。  

 ま た 、 東 海 地 震 や 関 東 地 震 な ど で 言 わ れ て い る い わ ゆ る 「 帰 宅 難

民 」 は ほ と ん ど 発 生 し な か っ た 。 た だ し 、 当 日 遠 隔 地 に 出 張 し て い

た 者 は 帰 宅 に 際 し 相 当 の 苦 労 を し た よ う で あ る 。  



 

４ ． 対 応 の 実 際  

（ １ ） 急 性 期 ― 救 急 体 制  

 救 急 体 制 は 最 小 限 の も の し か な く 、 こ の よ う な 大 災 害 時 に は ほ と

ん ど 無 力 で あ る 。 結 果 的 に は 上 記 の よ う に 学 内 で の ケ ガ 等 は セ ン タ

ー 以 外 で 対 応 さ れ 、 セ ン タ ー は 利 用 さ れ ず に 終 わ っ た 。 そ の 他 で は

復 旧 期 で の ケ ガ や カ ゼ ひ き な ど の 対 応 が 若 干 あ っ た 程 度 で あ る 。  

（ ２ ） 安 否 確 認  

 セ ン タ ー 職 員 は ご く 少 数 で あ る の で 容 易 で あ っ た が 、 全 学 的 な 安

否 確 認 は セ ン タ ー の 役 割 で は な い 。 大 学 全 体 と し て は か な り 困 難 が

あ り 、 全 員 の 確 認 に 数 日 を 要 し た 。 そ の 中 に は い ち 早 く 県 外 に 逃 げ

出 し た 者 （ 実 家 や 大 使 館 等 ） も 含 ま れ た 。 ま た 携 帯 電 話 で の 確 認 は

設 備 の 破 損 や 問 い 合 わ せ 殺 到 に よ る 不 通 、 番 号 変 更 に よ る も の 、 電

池 切 れ に よ る 使 用 不 可 能 な ど の 理 由 に よ り 、 か な り 困 難 で あ っ た 。  

（ ３ ） 学 内 の 安 全 点 検  

 全 部 を 見 た わ け で は な い が 、 安 全 確 認 の た め 、 大 体 の と こ ろ は 見

て 回 っ た 。 研 究 室 内 部 は 研 究 室 ご と に か な り 差 が あ っ た よ う だ 。  

（ ４ ） 亜 急 性 期 ― 避 難 所 の 巡 回  

 学 内 に 避 難 し た 学 生 は 当 初 適 当 に 分 散 し て い た が 、 3 日 目 か ら 大

学 で 避 難 所 を 指 定 し た 。 数 カ 所 と な っ た の で 、 看 護 師 と 交 代 で 避 難

所 を 巡 回 し た が 特 に 問 題 は な か っ た 。 救 援 物 資 と し て カ ゼ 薬 や 胃 腸

薬 な ど の 市 販 薬 を 頂 い た の で 、 適 当 に 配 布 し た 。 衛 生 用 品 は 特 に 重

宝 さ れ た よ う だ 。  

（ ５ ） 留 学 生 問 題  

 留 学 生 は 出 身 国 に よ っ て さ ま ざ ま な 対 応 の 違 い が 表 面 化 し た 。 全

く 地 震 を 経 験 し た こ と の な い 学 生 は 、 余 震 も 頻 発 し た の で 恐 怖 に お

の の き 、 屋 外 で 幾 日 も 過 ご し た 。 ま た あ る 国 の 学 生 は 、 東 京 の 大 使

館 員 が 保 護 に あ た り 、 逆 に 連 絡 が 取 れ な く な っ た 。 ま た 、 あ る 国 の

留 学 生 は １ ０ 人 前 後 の 集 団 で 共 同 避 難 生 活 を 送 っ た と い う 。 そ の 他

さ ま ざ ま で あ っ た が 、 特 に 最 初 の グ ル ー プ に 対 す る 心 理 的 ケ ア が 必

要 で あ っ た 。 い つ か ら か は は っ き り し な い が 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ラ ジ オ

（ F M な が お か ） な ど で は 市 内 の 外 国 人 向 け に 数 カ 国 語 の 避 難 情 報



を 放 送 し て い た よ う だ 。（い わ ゆ る 災 害 弱 者 問 題 の 検 証 も 必 要 で あ る

が 、 こ こ で は 省 く 。）  

（ ６ ） 教 授 会 ― A S D と P T S D  

 断 続 的 に 緊 急 の 幹 部 会 議 が 開 催 さ れ た が 、 地 震 発 生 後 ７ 日 目 に 緊

急 教 授 会 が 招 集 さ れ た 。こ こ で は A S D（ A c u t e  S t r e s s  D i s o r d e r）と

P T S D ( P o s t - Tr a u m a t i c  S t r e s s  D i s o r d e r )の 違 い に つ い て 特 別 に 発 言

し た 。特 に A S D は 全 員 が そ の 症 状 が 出 る こ と な ど を 話 し 、あ く ま で

生 理 的 反 応 で あ る こ と を 強 調 し た 。 さ ら に は キ ュ ー ブ ラ ー － ロ ス の

「 死 ぬ 瞬 間 」 を 少 し 改 変 し た 、 過 酷 な 運 命 の 受 け 入 れ に つ い て の 資

料 を 説 明 し 、 こ の 難 局 の 心 理 的 受 容 に つ い て 講 話 し た 。  

（ ７ ） 復 旧 期 ― P T S D ア ン ケ ー ト  

 上 記 の 留 学 生 の 問 題 も あ り 、 早 期 に P T S D 対 策 が 必 要 と 判 断 さ れ

た 。 １ １ 月 初 旬 、 京 都 大 学 防 災 研 究 所 巨 大 災 害 研 究 セ ン タ ー 林 春 男

教 授 が 開 発 し た 「 P T S D 診 断 尺 度 」 を 用 い て 、 そ の 早 期 発 見 に 努 め

た 。 留 学 生 用 に は 本 学 留 学 生 セ ン タ ー の 協 力 を 得 て 、 英 訳 を し て 使

っ た 。そ の 結 果 、や は り 留 学 生 に は P T S D を 疑 う 得 点 が 高 か っ た が 、

時 期 的 に は 震 災 後 ２ 週 間 程 度 と 早 く 、 P T S D の 診 断 基 準 で あ る １ ヵ

月 以 上 は 満 た し て い な か っ た 。１ ２ 月 末 に も 再 度 調 査 を 行 な っ た が 、

直 前 の 余 震 の た め 、 得 点 が 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ た 。 こ れ は 日 本 人

学 生 も 同 様 で あ っ た 。 こ れ ら か ら 、 余 震 が 収 ま ら な い 限 り 、 正 確 な

P T S D の 診 断 は 無 理 で あ り 、 A S D と し て と り あ え ず の 心 理 的 ケ ア の

方 が 実 用 的 と 判 断 さ れ た 。  

 ま た（ ２ ）の 安 否 確 認 に よ っ て い わ ゆ る ひ き こ も り が 露 見 し た り 、

数 件 の 精 神 疾 患 の 発 見 に つ な が っ た 。 こ れ ら の 詳 細 に つ い て は 大 学

メ ン タ ル ヘ ル ス 研 究 会 に て 発 表 す る 予 定 で あ る 。  

（ ８ ） 復 興 期 ― 新 年 度  

 年 度 末 に A E D（ A u t o m a t e d  E x t r a c o r p o r e a l  D e f i b r i l l a t o r、 体 外

式 自 動 除 細 動 器 ） を 4 台 購 入 し 、 1 台 は PA D （ P u b l i c  A c c e s s  

D e f i b r i l l a t o r、公 共 除 細 動 器 ）と し て 、学 生 食 堂 の 前 に お い た (図 ６ )。

新 年 度 か ら は ア ド バ イ ザ ー 教 官 制 度 と し て 、 教 官 全 員 が 数 名 の 学 生

を 受 け 持 つ こ と と な っ た 。  

 



５ ． 緊 急 時 の 対 応 ― r e t r o s p e c t i v e に   

 一 般 演 題 「 中 越 大 震 災 と 保 健 管 理 セ ン タ ー の 役 割 」 に 詳 し く 述 べ

た が 、 地 震 発 生 時 に は 緊 急 時 の マ ニ ュ ア ル は 無 い に 等 し か っ た 。 ス

タ ッ フ の 連 絡 先 リ ス ト も な か っ た 。 実 際 に は 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 の い

わ ゆ る イ ン フ ラ が 断 絶 し 、 携 帯 電 話 な ど の 通 信 も 途 絶 え た 。 ま た 、

交 通 手 段 も 限 ら れ 、 た ま た ま 燃 料 も 尽 き て い た 。 し た が っ て 、 移 動

そ の も の も ご く 近 距 離 に 限 ら れ た 。 ま た 、 い わ ゆ る 情 報 断 絶 状 態 と

な り 、 数 時 間 後 に つ な が っ た 遠 い 親 戚 と の 携 帯 電 話 で の や り と り か

ら 、 や っ と 自 分 た ち の 状 況 が 分 か る と い う 有 様 で あ っ た 。 た だ し 、

本 学 に お い て は 食 糧 や 飲 料 水 な ど は 比 較 的 早 期 に 配 給 さ れ た 。 や は

り 震 源 か ら や や 離 れ て い た こ と が 幸 い し た 。  

 個 人 的 に は 2 次 災 害 の 防 止 が 優 先 さ れ る と 考 え た 。さ ら に 記 録（ デ

ジ カ メ に よ る ）や w e b に よ る 情 報 発 信 が 重 要 と 考 え ら れ た が 、後 者

は 3 日 目 の 停 電 の 復 帰 ま で 待 た ね ば な ら な か っ た 。  

 セ ン タ ー の 対 応 と し て は 、 セ ン タ ー 自 身 が 被 災 し た の で 、 そ の 後

片 付 け を 最 小 限 と し て 、 ケ ガ や 急 病 の 受 け 入 れ 態 勢 の 整 備 を 心 懸 け

た が 、 結 果 的 に は ほ と ん ど 利 用 が な か っ た 。 し た が っ て 、 上 記 ４ ．

の 心 理 的 ケ ア に 対 応 の 重 点 を お い た 。  

 

６ ． ま と め に か え て  

 生 涯 に １ 度 あ る か ど う か と 未 曾 有 の 大 災 害 を 経 験 し た 。 一 方 、 本

学 に は 関 西 地 方 出 身 の 学 生 ・ 教 職 員 が お り 、 １ ０ 年 前 の 阪 神 淡 路 大

震 災 も 経 験 し た と い う 者 が 比 較 的 多 数 い た 。 そ の 人 た ち は そ の 経 験

が か な り 役 に 立 っ た よ う だ 。 行 政 レ ベ ル に お い て は 如 実 に そ の 効 果

が あ っ た と 聞 く 。 し か し さ ま ざ ま な 事 象 や 特 に 心 理 的 状 況 な ど は 文

献 と し て 残 り に く く 、 経 験 と し て 個 人 的 な 記 憶 に 留 ま ら ざ る を 得 な

い こ と が 多 い 。 我 々 も で き る だ け 客 観 的 な 記 述 ・ 記 録 を 試 み た が 、

実 際 は 幾 百 倍 も 伝 達 困 難 な 事 象 が あ る 。 行 間 か ら 多 少 な り と も そ れ

を 読 み 取 っ て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。  
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